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借男　もう今年も終わりだね～。気の早い商店とかショッピングモールとかではメリークリスマスの文字が踊っているね～。で、夏から始まったこの連載はいつ終わるのかな？

貸子　まだ、１１月でしょ。連載もまだまだ続くよ～、って言いたいけど、来年度から新公会計制度の試験運用を始めることにしていて、その準備に追われているの。ということで、ひとまず今回で終わりにするね。残念だけど。それで、最後は作った財務諸表を活用して、どのように業務改善に役立てるかということを説明するわね。
借男　なかなか難しそうなテーマだね。

貸子　難しいテーマなんだけど、ここが一番重要なのよ。従来の官庁会計決算でもいろいろな情報を公表しているんだけど、見えてくる情報が限られているし、公表している情報もいろいろなものがあって、総覧性に欠けるという問題点があるの。
借男　公表している情報ってどういうのがあるの？実はよく分かっていないので、よろしく。
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貸子　官庁会計の決算としては、歳入歳出決算書が公表されているわ。これは歳入と歳出だけではなくて、財産の数量なん
かも載っていて、かなり分厚い本にな
っているの。ちなみに大阪府の会計局

のホームページから見ることができる
わ。もう平成２１年度版も掲載されて
いるわよ。それ以外には財政のあらま

しというのもあって、予算と決算、財
産とか公債の金額の情報も載っている
の。こちらは、財政課のホームページから見ることができるよ。
借男　ふ～ん。実はいろいろと公表しているんだね。
貸子　公表している情報はそれぞれ目的に応じて、いろいろと異なる内容の資料として示されているので、少しわかりにくいという面はあると思わよ。それと、例えば財政のあらましには、建物とか土地については金額情報が載っているんだけど、大阪府の資産のうちかなりの部分を占める道路の土地とか構築物については載っていないの。
借男　道路って、なぜ載っていなかったの？
貸子　道路などのインフラ資産を管理するという感覚はなかったの。でも、道路の土地も多額のお金を投資して府の財産になったものなので、資産として計上していこうということなのよ。
借男　確かに、ストック情報を明確にするということでは、道路も載せる必要があるんだろうね。
貸子　そうよ。だから複式簿記・発生主義会計を導入すると、貸借対照表に資産や負債の情報はすべて載せるの。例えば資産については、建物は載せるけど、道路は載せないということではなくて、固定資産については、建物でも道路でも載せていくという方法になるわ。これによって、資産情報が網羅されたものになるの。

借男　より多くの情報を把握する必要があるので、大変そうだね。
貸子　もともと自治体が把握している財産の情報というのは、地方自治法の財産の分類がもとになっているから、企業会計の資産とは発想が違っていたの。他にも、退職金などの引当金のような考え方もないしね。
借男　貸借対照表で今まで見えなかった情報も見えてくるんだね。
貸子　それともうひとつお金の使い方も重要になってくるのね。官庁会計の歳入歳出決算は、収入と支出がそれぞれ予算に対してどのような実績となったかを表示するの。でも、収入の中には、税収や使用料のようなものから、積み立てた基金を取り崩して収入にしたものや、地方債を発行した収入までも含まれるの。支出についても、給料とか消耗品を購入する需用費もあれば、土地を購入したり、基金を積み立てたり、地方債を償還するための支出も含まれているのよ。
借男　いろいろな項目が混ざっているだね。
貸子　そうなの。もともと歳入歳出決算にはフローとかストックという概念がなかったから、収入がどれだけあって、支出としてどれだけ使って、その差額をみて黒字だ、赤字だということをみてただけ。真に自治体の財政状況が良いとか悪いとかが分からなかったのよ。
借男　まあ、確かにそうだね。借金による収入と税収って明らかに性質が異なると思うし。
貸子　それとさらに重要なのはコスト情報ね。発生主義の財務諸表だと、減価償却費や退職金などの引当金の繰入額、それに地方債の金利も出てくるの。
借男　地方債の金利ってどういうこと？
貸子　大阪府では建設事業を行う際に、ほとんどの場合で地方債を発行しているんだけど、今まで地方債の金利については、その事業のコストとしては認識されてこなかったの。地方債の発行や償還などは、すべて公債管理特別会計という別の会計で一括して管理を行うので、実際に建設事業を担当する所属では、償還や利子の発生などの状況が分からないの。そんなこともあって、この事業のために発行した地方債の現在の残高がどれくらいあるのかを把握するなんていう発想もなかったの。
借男　建設事業で、道路を所管している所属では、道路整備に係る支出のことは分かっていても、地方債の償還や利子のことなんて、全く知らないよね。切り離して管理しているから仕方ないけど。ところで、今みたいに地方債の発行額が多いと、金利負担もかなりの金額になりそうだね。
貸子　金利もバカにならないものね。だからこそ、事業を行うために必要となるすべての経費を正確に捉えて、費用対効果を検証することが重要だよね。いくら公共サービスで、これはいい事業だからといっても、無制限に支出が認められるわけないからね。
借男　「最少の費用で、最大の効果を出す」っていうのが、自治体運営では絶対に必要なことだもんね。
貸子　そのとおり。それで、今までも個別の主要施策については歳入歳出をベースに公表してきたけど、これからは事業ごとに建物、土地、地方債、基金などのストック情報、人件費、金利、減価償却費、引当金繰入額といったコスト情報も明らかにすることができるようになるのよ。



	収入                8,000,000

費用               22,000,000

（うち減価償却費）  8,000,000

（うち地方債利子）  6,000,000

収支差額         △14,000,000

	利用者１人当たりコスト  4,500



	事　業

予　算

決　算

財　源

成　果
	○○事業

13,000,000円

12,700,000円

一般歳入

○○の実施 1,000回

△△の作成 　250件


	事　業

予　算

決　算

財　源

成　果
	○○事業

13,000,000円

12,700,000円

一般歳入

○○の実施 1,000回

△△の作成　 250件



	資産の部　  120,000,000

建物       40,000,000

土地       65,000,000

基金       12,000,000

その他資産  3,000,000
	負債の部        90,000,000

地方債        78,000,000

退職手当引当金  12,000,000

その他負債             0

	
	純資産の部      30,000,000


貸子　もちろん今までもいろいろと事業の見直しとかは行われてきたけど、さらに資産の情報やフルコストも明らかにすることで、実際にどれだけのコストがその事業のために発生しているのか、土地や建物を売却したらどうなるのか、リースにしたらどうなるのかなど、より多くの情報をもとに、様々な選択肢の中から優先順位をつけて政策を判断することができるようになるの。
それと個別の事業について、例えば住民１人あたりとか、利用者１人あたりのコストはどれくらいかかるのかということを見積もることで、本当にそれだけのコストをかけてその事業を実施することが必要なのかという議論を行うこともできるし。

借男　大阪府も財政が厳しい中で政策を行っている
から、判断するための様々な情報が必要な気がする。
貸子　政策の判断をするのでもその根拠となる数字が
必要なんだけど、複式簿記・発生主義会計を導入して事業別に財務諸表を作ることで、そうした情報を得ることもできるわ。もちろん、財務諸表を作ったからといって、すべての情報が明らかになって、何もかもがよくなるわけではないのよ。その情報をいかに活用して、改善すべき点が何かを見い出すことで、より改善が図れるってわけ。だからいろいろと努力をしていく必要があるんだよ。
借男　うん。よく分かるよ。でも、大変そうだよね。
貸子　こうした事業の改善とか様々な数字を公表していくことは、地方自治体が地方自治を行う上では必然のことだと思うわ。地域主権ということで、国に対して財源や法改正を要求するのなら、自治体の方も今まで以上に行政の効率化・透明化を行って分かりやすく有用な情報を公開していくことが必要になると思うの。その一つが、この新公会計制度の導入によって出てくる財務諸表になることは間違いないと思います。
借男　貸子さんの話を聞いていると、やっぱり複式簿記・発生主義会計って必要なんだな～という気になってきました。
貸子　あら、ありがとう。借男さんって、以前本格的に簿記の勉強を始めること言ってたけど、どんな状況かしら。そういえば、株取引なんかも考えようって言ってたと思うんだけどな？
借男　そんなこと言ってた？言ったような気もするけど・・・実は、先月本屋さんに行って簿記３級のテキストを買って、検定を受けようと思ったんだけど、１１月の申し込みは期日が過ぎていたので、来年２月に受けようかと考えているところ。
貸子　何だ、まだ始めたところだったのね。でも。やる気満々になってきたんだね。
借男　（小声で）まだテキストを買ったきり一度もページを開いてないんだけど。
貸子　何か言った？
借男　いや、頑張っているので、応援よろしく。

貸子　分かったわ。じゃあ、来年２月の簿記検定に合格したら、２級のテキストをプレゼントするわ。

借男　ひえ～、厳しい。


＜＜　最 後 に　＞＞

たくさんの方に、この講座をご覧いただき、ありがとうございました。これまで８回に分けて、複式簿記について説明してきましたが、皆さん、ご理解いただけましたでしょうか。この回で、一旦終了とさせていただきます。

これ以外にも、大阪府が導入する新公会計制度について、これまでの検討結果等を踏まえ、基本的な考え方をとりまとめた「大阪府の新公会計制度（案）」を、平成　　　２２年８月１６日に公表しました。これらの情報も皆さんに是非ご覧いただきたいと思います。

また、大阪府会計局ホームページで、新公会計制度に関する様々な情報を発信しておりますので、こちらも是非ご覧ください。それぞれのアクセス先は次のとおりです。

　　　　　大阪府会計局新公会計制度グループ
電話：06－6944－6460
FAX：06－6944－6733
会計局新公会計制度Ｇ





借男・貸子の





複式簿記講座


第８回　財務諸表の活用について





今回は、作成した財務諸表をどのように府政運営に活用していくかについて紹介します。


来年度の試験運用に向けた準備のため、ひとまず今回で終わりにさせてもらいますが、


今後も本府の取り組む内容を、できるだけ紹介したいと思います。





財政のあらまし





平成22年６月





大阪府一般会計特別会計歳入歳出決算書





平成21年度





主要施策の報告（項目、様式等は現時点のイメージです。）
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○○事業　行政コスト計算書





○○事業　貸借対照表





おしまい





「大阪府の新公会計制度（案）」はこちらから御覧下さい。


　　� HYPERLINK "http://www.pref.osaka.lg.jp/kaikei/seido-an/index.html" �http://www.pref.osaka.lg.jp/kaikei/seido-an/index.html�





新公会計制度に関する様々な情報はこちらから御覧下さい。


　　� HYPERLINK "http://www.pref.osaka.lg.jp/kaikeishido/shokai.html" �http://www.pref.osaka.lg.jp/kaikeishido/shokai.html�
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